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Ⅰ　北海道の取り組み

平成１０年度　

　・ケーススタディの実施

平成１１年度

　・ＰＦＩ検討チームの設置

　・モデル事業の選定
　　　道立八雲広域公園ﾋﾞｼﾞﾀｰｾﾝﾀｰ(現在名称：道立噴火湾パノラマパーク。
　 以下、現在名称で表示する)をモデル事業として選定

　・ＰＦＩフォーラムの開催(～H12)



平成１２年度
　・ＰＦＩ導入可能性調査の実施

　・ＰＦＩ導入のための指針策定

平成１３年度
　・庁内推進体制の整備

　・市町村相談会の開催(～H14)

平成１４年度
　・モデル事業にＰＦＩ導入の決定



Ⅱ　道立噴火湾パノラマパーク
　　ビジターセンター等整備事業

１　道立広域公園事業の概要について



道立広域公園配置図道立広域公園配置図
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道立十勝
エコロジーパーク
（音更町他）

道立ゆめの森公園
（中標津町）
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（中標津町）
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（網走市）

道立オホーツク公園
（網走市）



渡島支庁の一部

　・長万部町
　・八雲町
　・森町
　・砂原町

檜山支庁全部

　・江差町
　・上ノ国町
　・厚沢部町
　・乙部町
　・熊石町
　・大成町
　・奥尻町
　・瀬棚町
　・北檜山町
　・今金町

渡島支庁の一部

　・長万部町
　・八雲町
　・森町
　・砂原町

檜山支庁全部

　・江差町
　・上ノ国町
　・厚沢部町
　・乙部町
　・熊石町
　・大成町
　・奥尻町
　・瀬棚町
　・北檜山町
　・今金町

１４町



位置図位置図

　　八雲町の市街地から、函館方面に約４km離れた、海が眺められる丘陵地に

　道立噴火湾パノラマパークがあります。

至
札
幌

至函館



北海道縦貫自動車道
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ハーベスタ八雲



鳥瞰図鳥瞰図

　　　　当公園は、「すてきな風景と出会う体験と交流の丘」をテーマに海を眺める丘陵と樹林のお
りなす自然の中で、小川・樹林・農地・花畑などを利用し、人と自然、人と人との体験交流を行

う場となる整備を予定しています。



広域公園の概要広域公園の概要

【事業期間】

　　Ｈ１３～Ｈ２１

　　（９箇年）

【事業期間】

　　Ｈ１３～Ｈ２１

　　（９箇年）

【特　徴】

高速道路ＰＡと一体となった

　ﾊｲｳｪｲｵｱｼｽとして整備

【特　徴】

高速道路ＰＡと一体となった

　ﾊｲｳｪｲｵｱｼｽとして整備

【事 業 費】

　　 ５０億円

　　（町施行分を含む）

【事 業 費】

　　 ５０億円

　　（町施行分を含む）

【面　積】

　　６３.７ｈａ

【面　積】

　　６３.７ｈａ

（町分８．１ｈａ）



オートキャンプ場のある

「宿泊ゾーン」

オートキャンプ場のある

「宿泊ゾーン」

軽スポーツの場となる

「レクリェーションゾーン」

軽スポーツの場となる

「レクリェーションゾーン」

遊びや工芸・農作など体験する

「体験ゾーン」

遊びや工芸・農作など体験する

「体験ゾーン」

高速道路のパーキングエリアと隣接
する「センターゾーン」

高速道路のパーキングエリアと隣接
する「センターゾーン」

ゾーニングゾーニング



２　ＰＦＩ事業の概要について



センターゾーン

宿泊ゾーン

ＰＦＩ事業の対象ＰＦＩ事業の対象

民間の参加が見込め、その創意
工夫により質の高いサービスとコ
スト縮減が期待きる施設として、

　センターゾーン

　宿泊ゾーン

を対象としました。



ＰＦＩ対象事業ＰＦＩ対象事業

ＰＦＩ

63.7ｈａ全　体

町
8.1ｈａ

パークゴルフ場

道45.7ｈａ広場、遊戯施設、体験学習等
ﾚｸﾚｰｼｮﾝ
・体験

従　来

民間6.2ｈａオートキャンプ場宿泊

民間広場、駐車場

民間

3.7ｈａ

管理事務所、屋内遊戯
室、研修室

物販、情報展示

ビジター
センターセンター

建設

管理
面積施設名ゾーン名方式

　事業形態
　　ＰＦＩの事業形態はサービス購入型を想定した。

　事業形態
　　ＰＦＩの事業形態はサービス購入型を想定した。



ＰＦＩ事業のイメージＰＦＩ事業のイメージ

【契約期間】
建設(２年)＋管理(２５年)

金融機関
出資者

金融機関
出資者

建設
管理会社

建設
管理会社

融資・返済

【道の支払】
建設＋管理費用をサービス対価として支払

北　　海　　道北　　海　　道

公園利用者公園利用者

ＰＦＩ事業者（民間）ＰＦＩ事業者（民間）

【宿泊ゾーン】
・オートキャンプ場

【センターゾーン】
・ビジターセンター
　　管理事務所、情報展示
　　屋内遊戯室、物販、
　　研修室
・広場、駐車場

サービス対価支払い

国国 金融機関金融機関

補助金 地方交付税 起債　　 償還

契約・支払

利用料金サービス提供 サービス提供



検討結果検討結果

（１）財務シミュレーションについて

　　　 道が直接実施する場合とＰＦＩ事業として実施する場合について、財務シミ ュレ　
　 ーションを行い、事業期間全体を通じた道の財政負担額を比較した

　　ア　主な前提条件

　　　①建設・維持管理期間
　　　　　　
　　　　　　　 建設期間約２年、維持管理運営期間を２５年と想定した。

　　　 ②事業規模
　　　　　　
　　　　　 事業規模は、建設費と２５年間の維持管理費の合計額で、
　　　　 約３８億円と想定した。



イ　財務シミュレーションの結果

①事業期間を通じた道の一般財源負担は、従来と比べ４．９％縮減される。
　　　　 　
　②民間の資金を導入するため、建設段階の起債の借入額が縮小される。　

③道の財政負担が平準化される。

（２）サービスの提供

　　 多様なイベントの実施、利用時間や期間の拡大、料金の割引制度など、
　　
　　民間のノウハウを活かした、多様で質の高いサービスの提供により、公園

　　の利活用の促進が期待される。



　　　　 道の財源負担が縮減されること、建設段階の起債の借入額が

　 　　縮小すること、財政負担が平準化されること、さらに、公園の利活

　　用が促進されることから、道における初めてのＰＦＩ事業として、実

　　施に向けて取り組んでいきます。

結論結論



　　　　①実施方針案等作成 　　　　　 平成１４年度

　　　　 ②実施方針の公表～募集・選定　 平成１５年度

　 ③設計・建設期間　　　　　　　 平成１６年度～１７年度

　　 ④維持管理・運営期間 　　　　平成１８年度～４２年度　　　　　　　　　
　　　 　　　　　　　　 （運営期間２５年間）

今後のスケジュール（予定）今後のスケジュール（予定）



Ⅲ　ＰＦＩを進めていく上での課題

●公租公課の減免など

　　固定資産税、法人税法での特別償却など

●補助金のイコールフッティング

　　ＢＯＴ施設の補助金、補助金の分割払いなど

●公の施設の管理受託者要件の緩和

　　ＰＦＩ事業者が施設利用料金の設定や利用料金を自らの収入として

　　収受できるように

●ＶＦＭ算定の前提条件等についてのルール化

　　割引率、財務指標、リスク積算など

　　


